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目的：これまでに仲西は、各種遷移金属化合物で処理したアクリル酸含有アクリル繊維

や羊毛布の、エチルメルカプタンやアンモニアなどの消臭性について検討を行ってきた。
その結果、いずれの試料も銅化合物で処理した場合。高い消臭効果をもつこと、この消臭

性はにおい物質の酸化分解によること、が確認された。本研究では、媒染により導入され

た金属が消臭機能をもつことを明らかにするため、硝酸銅と３種の酸性媒染染料を用いて
羊毛布を染色し、におい物質として選んだエチルメルカプタンの消臭効果を検討した。

実験：緩衝液でp･Hを約5.  9に調整した0, 01M 硝酸銅水溶液で、羊毛モスリンを50 °C、

6 時間処理し、水洗乾燥した。濃度1. 5または3, 0%o, w. f.の酸性媒染染料と酢酸、ギ酸
を含むpH3.  0の染浴に処理布を入れ、室温から80 °Cに昇温し、１時間染色した。その後10

分間ソーピングを行い、染色羊毛布を得た。消臭効果を評価するため、2g の染色羊毛布を

2 Lのテドラーバックに入れ、空気で飽和した後、lOOppm 相当のエチルメルカプタンを注
入し。一定時間毎の残存量をガス検知管（ガステック製）で測定し、減少速度を求めた。

結果：消臭効果は羊毛原布と金属処理していない染色布には認められず、金属処理布＞
金属処理した染色布であった。また、金属処理した染色布に対するソーピングの有無によ

る効果はソーピング無し＞ソーピング有りであった。同じ羊毛布を２度媒染したり、濃度

を高めて染色することにより羊毛布への染料の染着量は増加したが､消臭効果は減少した。

これらより、銅媒染した染色羊毛布にも消臭効果があることがわかった。消臭性を高める
染色条件を探索し報告する。
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（ 目　的 ） 水 の代 わり に 有 機 溶 媒 を 用い る 溶 媒 染 色 は， 廃 液 に よ る 環 境 汚 染り 防it ， 染 色 速

度 の 向 上 に よる 資 源・エ ネ ル ギ ー の 節 約,   均染 性 の 向 上 な ど の 視 点 か ら 注 目 さ れて い る が，

水 系 染 色に 比 べ 染 着 量 が 小 さ い な ど の 欠 点 もあ り, 検 討 の余 地 が 多 い と 思 わ れ る。 染 色 性

に は ， 繊 維 お よ び 染 料 の 他 に 溶 媒 の 化 学 的 性質 が 著 し く 影 響 を 及 ぼ す も のと 考え ら れ る。

そ こ で 本 研 究 で は,   1-プ ロ パ ノ ー ル/ 水 混 合 溶 媒 中 にお け る ナ イ ロ ン 繊 維 の 染 色 性 を ， 溶

媒 の 混 合 比， 染料 の化 学 構 造， 繊 維 の 種類 ， 染 色 温 度 な ど と の 関 遠 に お い て 検 討 し た。

《方　法 》 ナ イロ ン 繊 維 と し て は， 中 尾 フ ィル タ ー 工 業（ 株 ） 製 の ナ イ ロ ン６お よ び ナ イ ロ

ン66    (い ず れも 平 織 ） を ， 染 色 溶 媒 と し て は ，ト プ ロ パ ノ ー ル/ 水 の 混 合 溶媒（ 混 合 比:

10/0. 8/2,8/4,  4/6, 3/7) を 用 い た。染 色 条 件 は ，染 料 濃 度1~10×10-^mo  I /I,浴 比1:500（ 無 限 染

浴 ），染 色温 度70 お よ び8 0°Cと し た 。染 料と し て は, p - h y d r 0χyazobenzene お よ びp-dimethyl-

am i noazobenzene を エ タ ノ ー ル~純 水 系 に よ り沈 殿 精製 し て 用い た。 染 着 量 は 恒 温 振 と う 機

に よ り 所 定 の 時 間 染 色し た 後，ジ メ チ ルホ ル ム アミ ド で 染 料 を 脱 着 し ，比 色 定 量し た。

《 結 果 》染 色初 期 の 立 ち 上 が り は ， 混 合 溶 媒 中 の 水 の 混 合比 の 増 加 お よ び 染 色 温 度 の 上 昇

と と も に 大 と な っ た。 ま た， そ れ は い ず れの 染 料 に お い て も 溶 媒 単 独 の 場 合 に は， ナ イ ロ

ン６の 方 が ナ イ ロ ン68 の そ れ よ り も 大 と な っ た が， 水 の 混 合 比 が 増 す と 逆 転 す る 傾 向 が 認

めら れ た。 染 色速 度 定 数Ｋお よ び 平 衡 染 着 量C- も同 様な 傾 向 を 示 し た。 拡 散 係 数Ｄは 混 合 溶

媒 の 混合 比 によ り 変 化 し た 。 平 衡時 の染 色 系 はHenry の 分 配 則 に 従 っ てお り ， 分 配 係 数Ｐは

混合 溶媒 中 の水 の 混 合 比 の 増 加 と と も に 大 と なり ， 染 色 温 度 の 上昇 と と も に 小 と な っ た。
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